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会議所の動き Topics

第
24
期
第
５
回
通
常
総
会
開
催

　
　
　
　
　

事
業
報
告
・
決
算
を
承
認

　

６
月
22
、
23
日
に
第
24
期
第
５
回
通
常
議

員
総
会
並
び
に
議
員
・
参
与
視
察
研
修
会
を

愛
媛
県
松
山
市
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
26
名
、
委
任
状
が
37
名
で
総
会

は
有
効
成
立
し
、
第
１
号
議
案
、
平
成
29
年

度
因
島
商
工
会
議
所
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
承
認
に
つ
い
て
、
第
２
号
議
案
、
平
成
29

年
度
因
島
中
小
企
業
相
談
所
収
支
決
算
承
認

に
つ
い
て
、
第
３
号
議
案
、
平
成
29
年
度
そ

の
他
特
別
会
計
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
、異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
で
は
四
国
電
力
伊
方
ビ
ジ

タ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
施
設

職
員
か
ら
原
子
力
発
電
の
仕
組
み
と
安
全

対
策
、
伊
方
原
子
力
発
電
所
の
現
状
と
今
後

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
地
震
対
策

と
し
て
独
自
の
補
強
を
行
い
１
０
０
０
ガ

ル
の
揺
れ
に
お
い
て
も
機
能
す
る
よ
う
に

対
策
を
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
浸
水
対
策
と

し
て
予
想
到
達
水
位
よ
り
高
い
場
所
に
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
水
密
扉
や
防
水
シ
ー

ル
加
工
、
海
水
ピ
ッ
ト
な
ど
の
浸
水
防
止
対

策
を
行
っ
て
い
る
な
ど
、
普
段
知
る
機
会
の

な
い
安
全
対
策
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
た
、
原
発
事
故
時
に
一
番
心

配
さ
れ
る
電
源
確
保
対
策
と
原
子
炉
の
冷

却
に
つ
い
て
も
、
高
台
へ
の
非
常
用
発
電
装

置
の
設
置
等
、
配
電
線
の
複
数
ル
ー
ト
化

や
、
冷
却
手
段
の
多
重
化
を
行
っ
て
い
る
な

ど
複
数
の
安
全
対
策
を
し
て
い
る
こ
と
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
し

た
。
ま
た
、
発
電
所
に
よ
る
日
本
の
電
力
供

給
量
割
合
を
グ
ラ
フ
に
よ
っ
て
説
明
を
受

け
る
こ
と
で
、
原
発
停
止
後
は
石
炭
や
Ｌ
Ｎ

Ｇ
な
ど
に
よ
る
火
力
発
電
へ
の
依
存
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
わ
か

り
や
す
く
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の

後
、
伊
方
原
子
力
の
現
状
と
し
て
、
１
号
機

の
廃
炉
に
続
き
今
回
２
号
機
の
廃
炉
が
決

定
し
て
お
り
、
３
号
機
に
つ
い
て
も
今
年
の

９
月
末
ま
で
運
転
停
止
が
決
ま
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
伊
方
原
子
力
発
電
所
に
勤

務
し
て
い
た
従
業
員
及
び
協
力
会
社
に
つ

い
て
は
別
の
施
設
へ
行
っ
て
お
り
、
以
前
ほ

ど
多
く
は
い
な
い
と
の
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
施
設
と
し
て
１
号
機
、
２
号
機
を

含
め
た
使
用
済
燃
料
を
再
処
理
工
場
へ
搬

出
す
る
ま
で
の
一
時
的
な
保
管
施
設
と
し

て
乾
式
貯
蔵
施
設
の
建
造
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
展
示
施
設
の
見
学
と
し
て
、
伊

方
原
子
力
発
電
所
の
地
中
か
ら
掘
り
起
こ

さ
れ
た
岩
盤
の
展
示
物
か
ら
地
震
に
対
し

て
影
響
を
受
け
に
く
い
土
地
で
あ
る
こ
と

や
、
冷
却
プ
ー
ル
の
映
像
か
ら
、
燃
料
の
冷

却
に
つ
い
て
等
説
明
を
受
け
、エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
施
設
の
見
学
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

■
総
括
的
概
要　

　

世
界
経
済
が
回
復
す
る
中
で
、
我
が
国

経
済
は
２
０
１
２
年
11
月
を
底
に
緩
や
か

な
回
復
基
調
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま

す
。企
業
収
益
は
過
去
最
高
と
な
り
雇
用
・

所
得
環
境
は
改
善
さ
れ
、
国
内
需
要
が
持

ち
直
さ
れ
好
循
環
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま

す
。
今
で
は
景
気
回
復
の
長
期
化
に
よ
っ

て
労
働
力
不
足
感
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
経
済
の
需
給
の
引
き
締
ま

り
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
金
の
伸
び
は
緩
や

か
な
も
の
で
あ
り
、
念
願
で
あ
る
デ
フ
レ

脱
却
に
は
課
題
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
因
島
地
区
の
基
幹
産
業
で
あ
る
造
船
は

新
造
船
の
工
事
量
を
２
年
超
分
確
保
し
て
い

た
事
と
バ
ラ
ス
ト
水
処
理
装
置
設
置
工
事
と

併
せ
る
と
ほ
ぼ
前
年
並
み
に
推
移
し
た
と
思

え
ま
す
。
当
所
と
し
て
は
工
業
対
策
と
し
て
若

者
の
地
元
定
着
・
労
働
力
確
保
を
目
的
と
し

た
尾
道
ふ
る
さ
と
就
職
促
進
協
議
会
の
運
営
・

造
船
鉄
工
祭
へ
の
協
力
・
因
島
も
の
づ
く
り

企
業
見
学
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
又
造
船

技
術
の
伝
承
を
目
的
と
し
た
因
島
技
術
セ
ン

タ
ー
へ
の
支
援
や
、
補
助
金
の
活
用
等
金
融
支

援
も
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

商
業
面
で
は
依
然
と
若
者
・
消
費
の
島
外

流
出
は
続
い
て
お
り
、
大
型
店
進
出
の
影
響

も
あ
り
厳
し
い
状
況
は
今
な
お
続
い
て
い
ま

す
。
商
業
対
策
と
し
て
地
元
消
費
の
喚
起
を

目
的
と
し
た
ふ
る
さ
と
商
品
券
の
販
売
を
実
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施
し
ま
し
た
。
又
空
き
店
舗
活
用
の
た
め
の

空
き
店
舗
調
査
を
実
施
し
次
年
度
も
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
夢
プ
ラ
ザ
・
Ｔ
Ａ
Ｕ
等
各
イ

ベ
ン
ト
出
店
を
推
進
し
、
店
舗
の
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
目
指
す
え
え
み
せ
じ
ゃ
ん
尾
道
へ

の
積
極
的
な
参
加
協
力
も
行
い
ま
し
た
。

　

観
光
面
で
は
、
日
本
遺
産
村
上
海
賊
の
影

響
も
あ
り
観
光
客
が
少
し
増
加
し
て
い
る
様

で
す
。
観
光
対
策
と
し
て
は
、
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
次
年
度
も
引

き
続
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
観
光
客

へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
昨
年
度
作
成
し
た
グ

ル
メ
マ
ッ
プ
の
第
二
弾
を
３
万
部
発
行
し
、

配
布
し
ま
し
た
。
又
体
験
型
修
学
旅
行
を
受

け
入
れ
、
は
っ
さ
く
大
福
作
り
を
実
施
し
高

校
生
に
良
き
思
い
出
の
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
又
本
年
度
は
お
好
み
焼
き
の
海

賊
焼
き
が
開
発
さ
れ
た
年
で
あ
り
当
地
区
の

特
産
品
と
し
て
更
に
広
め
て
ゆ
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
小
規
模
事
業
者
へ
の
情
報
提

供
や
地
域
活
性
化
の
為
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
情
報
発
信

を
行
い
ま
し
た
。
小
規
模
事
業
者
へ
の
支

援
と
し
て
は
巡
回
・
窓
口
相
談
等
に
お
い

て
金
融
・
税
務
・
労
働
他
幅
広
く
徹
底
し

て
行
い
ま
し
た
。
こ
の
他
地
域
に
無
く
て

は
な
ら
な
い
商
工
会
議
所
を
目
指
し
、
平

成
29
年
度
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
24
期
第
13
回
常
議
員
会
開
催
認

　

７
月
26
日
（
木
）、
15
時
よ
り
第
24
期
第

13
回
常
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出

席
者
は
7
名
で
、
尾
道
市
へ
の
要
望
に
つ

い
て
、
各
常
任
委
員
会
で
審
議
し
た
内
容

に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
、

因
島
選
出
の
尾
道
市
議
会
議
員
と
要
望
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の
後
尾
道

市
へ
要
望
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
他
報
告

事
項
と
し
て
は
、
河
井
實
議
員
の
中
国
経

済
産
業
局
長
表
彰
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

第
24
期
３
号
議
員
変
更
に
つ
い
て

　

因
島
鉄
工
業
団
地(

協)

の
役
員
改
選
で

片
島
伸
一
郎
氏
が
退
任
さ
れ
、
新
理
事
長

に
廣
田
一
敏
氏
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
議
員
職
務
執
行
者
が
同
組
合
の
廣
田

一
敏
氏
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

グループ会社　㈱みやおか　㈱メレック　瀬戸内産業㈱

一貫した生産体制と創造力で
お客様に満足と信頼を提供します

因島鉄工株式会社 本社工場 尾道市因島三庄町 1573 ☎0845-22-3116
因島鉄工株式会社 重井工場 尾道市因島重井町 474 ☎0845-25-1175
因島鉄工株式会社 機械工場 尾道市因島重井町 474 ☎0845-25-1348

因島商工会議所
収支決算書

平成29年4月1日～
平成30年3月31日

収入の部
科目　　　　金額

会費 18,606,000
事業収入 5,089,267
雑収入 626,884
繰入金 1,500,000
繰越金 1,137,614
合計 26,959,765

支出の部
科目　　　　金額

一般事業費 6,631,973
給与費 7,211,718
旅費 503,186
家屋費 320,196
事務局費 2,764,195

会議費 150,181
渉外費 459,940

公課分担費 1,511,500

福利厚生費 1,295,841

退職金 300,000

雑費 71,721
過年度支出 0
予備費 0
繰出金 4,200,514
収支剰余金 1,538,800
合計 26,959,765

因島中小企業相談所
収支決算書

平成29年4月1日～
平成30年3月31日

収入の部
科目　　　　金額

県補助金 34,424,200
市補助金 2,147,000
会議所 1,300,514
負担金 
雑収入 665,681
繰越金 0
合計 38,537,395

支出の部
科目　　　　金額

俸給等 23,938,346
社会保険料 3,539,802
旅費 242,500
事務費 570,324
福利環境 1,300,000
整備費 
指導事業費 3,007,548
小規模事業 71,280
施策普及費 
資質向上対策 233,624
推進費

小規模事業対 4,684,000
策特別推進費

地域振興推進 599,352
事業費

倒産防止特別 342,019
相談事業費

交際費 0
雑費 8,600
合計 38,537,395

収支決算書
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平
成
30
年
8
月

10 

金 

新
入
社
員
激
励
会

17 

金 

２
０
１
８
尾
道
地
域
企
業
合
同
説
明
会

19 

日 

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
タ
／
は
っ
さ
く
ん
出
動

20 

月 

オ
ー
ル
広
島
創
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

 
 

／
福
山
庁
舎

21 

火 

尾
道
市
中
小
企
業
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
運
営
委
員
会

 
 

／
向
島

26 

日 

因
島
水
軍
ま
つ
り
海
ま
つ
り
／
は
っ
さ
く
ん
出
動

9
月

1 
土 

因
島
水
軍
ま
つ
り
火
ま
つ
り
／
は
っ
さ
く
ん
出
動

9 
日 

ひ
ま
わ
り
の
せ
い
く
ら
べ
／
万
田
発
酵

13
木
14
金 
経
営
指
導
員
県
外
研
修
／
姫
路

25
火
26
水 
Ｈ
30
年
度
西
瀬
戸
内
商
工
会
議
所
協
議
会
総
会

 
 

／
宇
和
島

会
議
所
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

インフォメーション Topics

平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る

　
　
　

災
害
に
関
す
る
特
別
相
談
窓
口

　

こ
の
度
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
被
害
を

受
け
ら
れ
た
地
域
の
皆
様
並
び
に
会
員
事

業
所
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

因
島
商
工
会
議
所
で
は
、
被
害
を
受
け
ら

れ
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
対

象
と
し
た
「
特
別
相
談
窓
口
」
を
設
置
い
た

し
ま
し
た
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
事
業
継
続
、
再
開
な
ど
の
経
営
全
般
に

つ
い
て

　

事
業
の
復
旧
、
再
開
な
ど
経
営
に
関
す

る
悩
み
に
つ
い
て
広
く
相
談
に
応
じ
ま

す
。
資
金
繰
り
に
関
す
る
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。

■
金
融
機
関
等
か
ら
の
借
入
れ
や
返
済
に

つ
い
て

①
政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る
災
害
復
旧
貸
付

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
及
び
商
工
組
合
中

央
金
庫
が
、
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
、

事
業
の
復
旧
に
必
要
な
設
備
資
金
や
運
転

資
金
を
融
資
し
ま
す
。

②
信
用
保
証
制
度（
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

保
証
４
号
）

　

自
然
災
害
等
の
突
発
的
事
由
（
噴
火
、

地
震
、
台
風
等
）
に
よ
り
経
営
の
安
定
に

支
障
を
生
じ
て
い
る
中
小
企
業
者
へ
の
資

金
供
給
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
信
用
保

証
協
会
が
通
常
の
保
証
限
度
額
と
は
別
枠

で
保
証
（
１
０
０
％
保
証
）
を
行
い
ま
す
。

③
被
災
既
往
債
務
の
返
済
条
件
緩
和
等
の

対
応
強
化

　

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
各
府
県
の

日
本
政
策
金
融
公
庫
、
商
工
組
合
中
央
金

庫
及
び
信
用
保
証
協
会
が
、
返
済
猶
予
等

の
既
往
債
務
の
条
件
変
更
、
貸
出
手
続
き

の
迅
速
化
及
び
担
保
徴
求
の
弾
力
化
な
ど

に
つ
い
て
、
今
般
の
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
実

情
に
応
じ
て
対
応
し
ま
す
。

④
小
規
模
企
業
共
済
契
約
者
に
対
す
る
貸

与
の
拡
充

　

特
例
災
害
時
貸
付
を
新
た
に
措
置
し
、
今

般
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
小
規
模
企
業

共
済
の
契
約
者
に
対
し
、（
独
）
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
に
お
い
て
次
の
と
お
り
災

害
時
貸
付
の
貸
付
利
率
の
無
利
子
化
、
据
置

期
間
の
設
定
や
償
還
期
間
の
延
長
な
ど
貸

付
条
件
の
緩
和
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
被

災
し
た
事
業
所
又
は
そ
の
契
約
者
事
業
の

主
要
な
資
産
に
つ
い
て
、
全
壊
、
流
失
、
半

壊
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
じ
る
損
害
を
受
け

て
い
る
こ
と
の
証
明
を
商
工
会
、
商
工
会
議

所
又
は
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か
ら
受
け

て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

⑤
金
融
庁
相
談
ダ
イ
ヤ
ル（
金
融
機
関
と

の
ト
ラ
ブ
ル
等
）

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
相
談
室
に
お
い

て
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
発
生
に
際
し
、

被
災
者
等
か
ら
の
各
種
金
融
機
関
の
窓
口

の
お
問
合
せ
や
金
融
機
関
等
と
の
お
取
引

に
関
す
る
ご
相
談
等
へ
の
対
応
の
た
め
、

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
金
融
庁
相
談
ダ
イ
ヤ

ル
」
を
左
記
の
と
お
り
、
開
設
し
ま
し
た
。

受
付
時
間　

平
日
10
時
〜
17
時 

《
電
話
で
の
受
付
》（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０-

１
５
６-

８
１
１

 ※

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

０
３-

５
２
５
１-

６
８
１
３ 

に
お
か
け
く
だ
さ
い
。

お
盆
期
間
の
閉
所

８
月
14
日（
火
）・
８
月
15
日（
水
）
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　全業種ＤＩ（良い－悪い）は、▲35（前回3月調査▲5、Ｈ29.6月調査▲21）で前回調査から比較すると４０ポイントと大幅に下

降した。

　製造業では、船舶造修が▲40（前回3月調査40）で新造船はフェリーを1件受注した。今も船価は低く他国との競合は過熱して

いて見通しは悪い。修繕は国内の競合が強く景況の先行きは上昇する気配はない。機械金属0（前回3月調査40）で、製造業ＤＩ

は▲18（前回3月調査25、Ｈ29.6月調査▲38）で、製造業では大きく下降した。

　非製造業では、建設業が▲20（前回3月調査0）、卸売業▲80（前回3月調査▲33）、小売業が▲33（前回3月調査0）、運輸・

サービス業▲50（前回3月調査0）で、非製造業ＤＩは▲48（前回3月調査▲9、Ｈ29.6月調査▲8）で３９ポイント下降した。

因島経済動向調査（DI 方式）　平成３０年６月期

～因島景況の総括　平成３０年６月期～

　全業種ＤＩ（良い－悪い）は▲25（前回3月調査▲8、Ｈ29.6月調査▲18）で１７ポイント下降した。

　製造業では、船舶造修が▲20（前回3月調査0）、機械金属20（前回3月調査40）で、製造業ＤＩは▲12（前回3月調査6、Ｈ29.6

月調査▲18）と船舶造修は下降しているものの「増加」から「横ばい」への回答が増加したためである。

　非製造業では、建設業が▲20（前回3月調査▲40）、卸売業▲20（前回3月調査▲33）、小売業が▲33（前回3月調査0）、運輸・

サービス業▲50（前回3月調査0）となり、非製造業ＤＩは▲35（前回3月調査▲18、Ｈ29.6月調査▲18）で早期に梅雨入りしたこ

とで小売業やサービス業の客数が減少したことで１７ポイント下降した。

～因島生産額・売上の総括　平成３０年６月期～

因島地区の景況感の推移

因島地域の生産額・売上額の推移

ＤＩ(景気動向指数：Diffusion index)とは・・・前年の同時期と比較し、ゼロを基準に、プラスの値は昨年より強気の傾向（良い）の回答割合が多
いことを示し、マイナスの値は昨年より弱気傾向（悪い）の回答割合が多いことを示した指数
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会員インタビュー72

み さ か 　 　 た つ や
みさか　　 と も こ

■事業内容／飲食業
尾道市因島土生町1905　☎0845-22-5858
営業時間：11：00～ 16：00、17：30～ 22：00
定休日：火曜日

ペーパームーン 　   　

三阪  達也氏　三阪  智子氏

　
〜 

豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
と

　
　
　
　
　
　
　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
も
て
な
し 

〜

仕
事
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

故
女
傑
、
麻
生
イ
ト
さ
ん
の
旧
居
で
あ
る
築

90
年
の
和
風
住
居
を
改
修
し
た
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。
洋
食
と
和
食
を
両

方
楽
し
め
て
お
酒
も
飲
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し

て
土
生
商
店
街
で
昭
和
58
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン

し
、
今
年
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
当
初

か
ら
ド
リ
ア
や
グ
ラ
タ
ン
、
ハ
ン
バ
ー
グ
が
人
気

で
す
。
お
好
み
焼
店
で
は
因
島
村
上
海
賊
焼
き
が

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
当
店
で
は
シ
ー

フ
ー
ド
を
使
っ
た
海
賊
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。
実
は
村
上
海
賊
が
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
る
前
か
ら
あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

妻
の
実
家
の
農
家
で
収
穫
し
た
、
因
島
産
レ
モ
ン

ス
カ
ッ
シ
ュ
は
島
外
の
お
客
様
に
人
気
で
す
。
小

さ
な
お
子
様
が
い
る
家
族
連
れ
か
ら
年
配
の
方

ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
お
客
様
に
来
て
い
た
だ

け
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
に
、
メ

ニ
ュ
ー
は
老
若
男
女
に
対
応
し
て
幅
広
く
ご
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
も
っ
と
メ
ニ
ュ
ー
を
絞
ろ
う

か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
常
連
さ
ん
が
必

ず
頼
む
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
の
で
な
か
な
か
難
し

く
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
富
な
メ
ニ
ュ
ー
で
皆
様
の

ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
お
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

　

お
客
様
と
の
会
話
を
楽
し
む
こ
と
と
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
お
店
づ

く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
島
外
か
ら
観
光
に

来
ら
れ
た
お
客
様
に
は
因
島
の
観
光
ス
ポ
ッ

ト
や
グ
ル
メ
の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
う
ち
も

飲
食
店
だ
け
ど
、
因
島
の
お
す
す
め
グ
ル
メ
を

聞
か
れ
る
と
、
素
直
に
「
い
ん
お
こ
」
と
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
日
曜
日
は
観
光
協
会
が
休
み

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
置
い

て
い
る
し
観
光
案
内
所
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
バ
ス
が
１
時
間
に

１
本
ぐ
ら
い
な
の
で
、
運
が
良
け
れ
ば
フ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
軽
い
常
連
の
お
客
様
が
観
光
案
内

し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。

ご
自
身
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

幼
少
期
か
ら
因
島
土
生
商
店
街
で
育
ち
、
高

校
卒
業
後
は
大
阪
に
あ
る
調
理
師
学
校
へ
行

き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
大
阪
の
飲
食
店
で
働
き

な
が
ら
経
験
を
積
み
、
28
歳
で
帰
省
し
て
和
食

洋
食
の
両
方
を
楽
し
め
る
レ
ス
ト
ラ
ン
を
始

め
ま
し
た
。
当
時
は
造
船
業
が
盛
ん
で
因
島
大

橋
が
開
通
し
た
年
で
も
あ
り
、
土
生
商
店
街
も

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
店
を
始
め

て
３
年
目
の
昭
和
61
年
頃
に
造
船
不
況
で
「
島

が
沈
む
」
と
ま
で
言
わ
れ
お
客
さ
ん
も
激
減
し

ま
し
た
が
、
長
く
続
け
て
い
る
と
い
ろ
ん
な
人

と
関
わ
り
、
お
客
様
に
助
け
ら
れ
て
35
年
も
続

け
て
こ
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

因
島
に
つ
い
て
・・・

　

産
業
の
ま
ち
で
す
が
、
最
近
は
観
光
客
も
前

よ
り
少
し
増
え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
サ
イ

ク
リ
ン
グ
客
へ
の
対
応
が
少
し
遅
か
っ
た
の

で
、
今
後
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
り
し
て
も
っ

と
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
を
応
援
す

る
店
と
し
て
、
フ
ァ
ン
が
お
店
に
来
て
話
を

す
る
う
ち
に
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。
因
島
の
人
は
み
ん
な
親
切
で
優
し

い
と
言
わ
れ
ま
す
。
時
代
の
流
れ
で
コ
ン
ビ

ニ
で
も
コ
ー
ヒ
ー
が
安
く
飲
め
る
よ
う
に
な

り
、
や
め
て
い
っ
た
喫
茶
店
も
た
く
さ
ん
見

て
き
ま
し
た
。
土
生
商
店
街
も
だ
ん
だ
ん
お

店
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
新
し
い

飲
食
店
も
増
え
ま
し
た
。
最
近
で
は
若
い
世

代
の
人
達
が
マ
ル
シ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
た
り
し
て
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
く

れ
て
頼
も
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
は
？

　

年
齢
的
な
も
の
も
あ
る
の
で
後
継
者
が
い

れ
ば
い
い
の
で
す
が
、ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

フ
ァ
ン
の
お
客
様
が
全
国
か
ら
何
度
も
足
を

運
ん
で
く
れ
る
の
で
、
続
け
ら
れ
る
間
は
お

も
て
な
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
の
全
国
か
ら
来
て
く
れ
る
の
で

い
ろ
ん
な
話
が
聞
け
て
楽
し
い
で
す
。
昔
か

ら
来
て
く
れ
て
い
る
お
客
様
は
結
婚
し
て
子

ど
も
が
生
ま
れ
て
家
族
で
来
て
く
れ
た
り
す

る
の
で
、
成
長
が
見
れ
て
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
ま
だ
先
の
話
に
は
な
り
ま
す
が
、
将
来
的

に
は
麻
生
イ
ト
記
念
館
と
し
て
資
料
や
遺
品

な
ど
を
後
世
に
残
し
伝
承
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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ご入会ありがとうございました新入会員紹介NEW

 事業所数  6 月 1 日 　993  7 月 31 日 　994 期間内移動 入会 4 脱会 3【会員の動き】

会員へのご加入は随時受け付けています。会費や入会資格などについてはお気軽にお問い合わせください。

 事業所名 代表者名 事業内容 所在地
スナック美利恩 金子　尚美 飲食業 尾道市因島土生町
株式会社アディメール 上杉　牧子 葬祭業 尾道市平原

尾道市まちづくり推進課からのお知らせです～

●屋外広告物（看板）を出すときは許可申請が必要です
　尾道市では、平成19年4月から尾道市屋外広告物条例を
施行し、屋外広告物を出そうとする場合は、事前に市長に
許可申請が必要です。詳しくはお問い合わせください。

■区域
○市全域が対象です。
○屋外広告物の表示又は設置を禁止する地域・場所があります。

■概要
○広告物を表示又は設置しようとするときは、事前に許可
申請（又は届出）が必要です。

○許可の期間は1年以内です。期間満了後、引き続き表示
しようとするときは、あらためて許可を受ける必要があ

ります。

○表示又は設置できる高さや面積に制限があります。

○形状、面積、色彩、意匠その他表示の方法が良好な景観の
形成又は風致の維持を著しく害するおそれのある広告物を
表示し、又は設置することはできません。

●建物等の建築や外観（屋根・外壁等）を改修する
場合には景観の届出等が必要です
　尾道市では、平成22年4月から市全域を景観計画区域とし、
尾道市景観計画及び尾道市景観条例によって、一定規模を超
える建築行為等（建物等の新築や増改築、外観の変更等）を
しようとする場合は、事前に市長に届出（景観地区において
は認定申請）が必要です。詳しくは、お問い合わせください。

■区域
○市全域が景観計画区域です。
○「尾道・向島地区」及び「瀬戸田地区」（いずれも全域ではな
く一部の区域）を重点地区としています。
○重点地区のうち「尾道・向島地区」は都市計画で「景観地区」
に定めています。

■概要
○建築行為等をしようとする場合には、事前に届出（景観地
区においては認定申請）が必要です。（届出と認定申請で対象
となる規模は異なります。）
○建物等の形態意匠（外観（屋根・
外壁等）の形状や色彩等）の基準や
景観地区においては高さ制限があ
ります。
○ブロック塀や金属製フェンスの
設置についても、形状や色彩等の
基準があります。

＜お問合せ＞　尾道市都市部まちづくり推進課　　TEL（0848）38-9223



2018 AUGUST INNOSHIMA 7

※詳しくは「尾道市ふる里就職促進協議会」へ 　☎  (0848)38-9183
又は　ホームページ　http://www.bbbn.jp/~furusato/

平成30年7月31日現在

 登録No. 年齢 希望職種 希望月収 経験業務 免許・資格

 1 21 事務職 22万 2019年4月新卒予定 普通自動車免許、英検3級

  2 32 とくになし 25万 マニュアル・商品カタログ等のライティング、他 普通自動車免許、玉掛技能者、小型移動式クレーン運転、他

 4 23 とくになし 18～20万 独立系IT企業、飲食店 小型船舶（１級）、潜水士、高等学校教諭一種、他

■ふる里就職登録者一覧　　　「因島・瀬戸田地域」での就職を希望する人

雇用状況Ⅱ（平成30年5月末現在）

人口(平成30年6月末現在)  (　)内は前月比

雇用状況Ⅰ（平成30年5月末現在）

融資斡旋状況（30年度累計／6月現在　単位：万円）

市内金融機関／預貸内訳・金額（単位：百万円）市内金融機関／預貸状況（単位：百万円）

●人口 23,175 (  ▲37) 人

 男11,544 (  ▲17) 人

 女11,632 (  ▲20) 人

 ●世帯 　 11,713     (  ▲27) 世帯

 項　　目 当　月 前月差 前年同月差  項　　目 当　月 前月差 前年同月差

 新規求人倍率(倍) 2.35％ 0.27％ 0.53％

 有効求人倍率(倍) 1.69％ ▲0.03％ 0.18％

 就 職 率 (％) 47.32％ 10.83％ 5.63％

 適用事 業 所 数 3,144件 0.1％ 0.1％

 被 保 険 者 数 42,258人 0.2％ 0.7％

 基本手当受給者数 505人 19.4％ ▲3.1％

 項　　目 申込件数 申込金額 実行件数 実行金額

 日本政策金融公庫（マルケイ） 5件 4,450 5件 4,450

 日本政策金融公庫（その他） 2件 700 2件 600 

 　　　　合　　計 7件 5,150 7件 5,050

 項　目 30年5月末 29年5月末 対前年比

 預　金 124,822 124,255 100.5％

 貸出金 46,310 45,248 102.3％

■雇用状況（ハローワーク尾道管内）

■因島金融データ

■因島　人口・世帯数

注）その他預金は、金融商品（投資信託や保険商品等）の金額を除いております

 項　　目 30年5月末 29年5月末 対前年比
 当 座 預 金  8,011 7,427 107.9％
 普 通 預 金  50,946 48,885 104.2％
 定 期 預 金  64,570 65,601 98.4％
 その他預金  1,295 2,342 55.3％
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花    房  〒722-2324　広島県尾道市因島土生町1899-31ポートピアはぶ1F　☎ 0845-22-8777
 【営業時間】＜昼＞11：00 ～ 14：00＜夜＞17：00 ～ 22：00【定休日】水曜日【駐車場】市営中央駐車場（30分無料券進呈） 【営業時間】＜昼＞11：00 ～ 14：00＜夜＞17：00 ～ 22：00【定休日】水曜日【駐車場】市営中央駐車場（30分無料券進呈）

高橋朝章さん

　お昼には、本格割烹の味がお手頃価格で楽しめるお得な
メニューをご用意しております（海鮮丼定食、豚天丼定食
他、890円税込～）。店内にあ
る大きな水槽で泳ぐ魚もその
場で調理しますので、新鮮なお
刺身等お召し上がりください。

おすすめはすすめは、お昼は海鮮丼！夜は大きな水槽で泳ぐ新鮮な魚を使ったお刺お昼は海鮮丼！夜は大きな水槽で泳ぐ新鮮な魚を使ったお刺身！おすすめはすすめは、お昼は海鮮丼！夜は大きな水槽で泳ぐ新鮮な魚を使ったお刺お昼は海鮮丼！夜は大きな水槽で泳ぐ新鮮な魚を使ったお刺身！すすめは、お昼は海鮮丼！夜は大きな水槽で泳ぐ新鮮な魚を使ったお刺身！お

四季食彩「花房（はなふさ）」オープン!!

海鮮丼定食海鮮丼定食海鮮丼定食 豚天丼定食豚天丼定食豚天丼定食

店名に「花」があるように、店内に
は花や植物を飾っています。

　土生町のポートピアはぶ1Fに『四季
食彩　花房（はなふさ）』を7月6日にオー
プンいたしました。
長年に渡り東京の日本料理店で働いて

いましたが、良いご縁がありこの場所で
飲食店を開かないかとお話をいただきま
した。因島へ戻って物件を見ていい場所でしたのですぐに決
め、急ピッチで準備を進めてまいりました。店内はお客様に

おくつろぎいただけるよう落ち着いたインテリアになっています。バスやフェリーをお待ちの間にも気軽に寄ってい
ただけるような憩いの空間となれるよう創意工夫を凝らしてまいりますので、ご家族やご友人とお誘いあわせの上お
気軽にお立ち寄りくださいませ。ご予算・ご希望に応じて最大20名
様まで対応させていただきますので、ご連絡お待ちしております。
　東京に居た時は大きな市場やたくさんの業者の方がいましたの
で、簡単に魚が仕入れることができました。因島では仕入れがなか
なか安定せずメニューがまだあまり多くありませんが、地元の新鮮
な魚介類にこだわったメニューが作れるようにしていきたいです。
地元の方のニーズに合わせたメニューをこれからもどんどん作って
いきますので、ぜひご来店ください。

地元の方に愛されるお店に！　気軽に立ち寄れるお店を目指して

ホテルいんのしま自慢の 展望大浴場

送迎いたします
因島島内・10名様から無

料

瀬戸の多島美や夜景を眺めながら、
ゆったりとご入浴頂けます。
サウナルームもございます。

日帰り入浴のご案内＜定休日：木曜日＞
【入浴料金】
大人 500円 / 幼児・中学生 250円
３歳児未満無料
【浴室営業時間】
10：30～ 16：00（受付終了 16：00）

レストラン・喫茶「さくら」 11：00 ～ 14：00 / 17：00 ～ 20：30
ラストオーダー 19：30

刺身定食1,800円刺身定食1,800円刺身定食1,800円 天ざるそば定食1,300円天ざるそば定食1,300円天ざるそば定食1,300円天ぷら定食1,500円天ぷら定食1,500円天ぷら定食1,500円 海鮮重1,300円海鮮重1,300円海鮮重1,300円
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